
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□成果と課題 

☆成果 

○子どもたちが参加したくなるようなプログラムを実施することで、安全安心な放課後の子どもの居場所とし

て事業が定着してきた。放課後児童クラブや学校との連絡調整を密に行い、協力体制を築いている。 

★課題 

○新型コロナウイルス感染拡大防止対策や感染状況により急遽中止等の対応に迫られ、実施できないことがあ

り、with コロナとしてどのように取り組んでいくか継続的に考えていく必要がある。 

○学習支援や多様なプログラムの実施について、地域の人材の発掘や学校・家庭・地域の共同体制の構築と ICT

を活用した活動等取り組んで行く。 

《事業の目的》 

北杜市では、子どもたちの放課後の安全・安心な居場所づくり事業の一環として、地域の様々な方々にスタ

ッフとして参加をいただきながら、子どもたちが、スポーツや文化活動、地域住民との交流活動等を行うこと

で、児童の健全育成を図ることを目的に、放課後子ども教室を実施しております。 

 

 

 

□ 特色 

１年生から６年まで全校生徒を対象としているため、希望者はだれでも参加が可能で、放課後児童クラ

ブとの連携も行っていることから、安心して参加ができます。 

工作や、スポーツ、文化活動など地域のスタッフと一緒に楽しみます。白州総合会館で実施しますが、

学校と連携のもと、スタッフが学校まで迎えに行くことで移動時の安全を確保しております。 

□ 教室の実施場所 白州総合会館 

□ 教室の開催日  毎月２回開催 

□ 参加対象者  白州小学校児童 

□ 活動内容 

  【遊びの場】・・お手玉やめんこなど様々な昔の遊び 

  【学びの場】・・予習や復習、補修等の学習活動 

  【体験の場】・・スポーツや文化活動等の体験活動 

  【交流の場】・・地域の大人や異年齢の子ども（中高生含）との交流活動 

子どもたちに人気の、グランドゴルフやスポーツ鬼ごっこ、ドッヂビー、３B 体操などで体を動かします。

紙コップ遊びや押し花絵、音楽を楽しむことで感性を高めます。七夕や正月など、季節の年中行事を実施

します。昔の遊びやお楽しみ会などで、地域の方との交流を深めます。そのほかに、少年自然の家や県立

文学館、県立科学館等の協力のもとチャレンジラリーやことば遊び、俳句、科学などに親しみます。 

 


